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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第２四半期連結
累計期間

第23期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成20年
７月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

売上高（千円） 2,156,605 1,360,194

経常利益（千円） 42,033 74,940

四半期純利益（千円） 10,413 32,208

純資産額（千円） － 1,200,079

総資産額（千円） － 1,969,599

１株当たり純資産額（円） － 157,490.74

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1,366.56 4,226.88

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） － 60.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△240,329 －

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△65,223 －

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
48,163 －

現金及び現金同等物の四半期末残

高（千円）
－ 147,650

従業員数（人） － 56

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は第23期より連結財務諸表を作成しておりますので、最近連結会計年度の主要な経営指標等については

記載しておりません。

　　　　３．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要　　な

変更はありません。また、関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 56 (46)

　（注）１　従業員数は就業人員であります。

　　　　２　従業員数欄の（ ）外書きは、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 40 (42)

　（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（ ）外書きは、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

種苗生産販売事業 （千円） 27,800

全社 （千円） 11,649

合計（千円） 39,450

　（注）１　金額は当期製品製造原価によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　      ２　全社の記載額は、新品種の開発及び栽培方法の研究のため研究圃場を有しており、研究開発の段階で生産され

たいちご果実を販売しているための製品製造原価であります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

仕入販売事業 （千円） 997,175

合計（千円） 997,175

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　      ２　仕入販売事業において、いちご果実の最需要期であります12月のクリスマスがあるため、第２四半期連結会計

期間の仕入が、他の四半期連結会計期間に比べ多くなる季節的変動があります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

仕入販売事業 （千円） 1,354,193

種苗生産販売事業 （千円） 945

運送事業 （千円） 5,056

合計（千円） 1,360,194

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　　２　仕入販売事業において、いちご果実の最需要期であります12月のクリスマスがあるため、第２四半期連結会計期間

の販売が、他の四半期連結会計期間に比べ多くなる季節的変動があります。

　　　　３　当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第２四半期連結会計期間
自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

金額（千円） 割合（％）

トーワ物産株式会社 204,473 15.0

株式会社シャトレーゼ 179,251 13.2

株式会社スイートガーデン 173,531 12.8

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

      当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　    文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

　　　 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融危機

の影響を受けることとなりました。金融不安による個人消費の低迷、原材料価格の高騰などにより企業の経営環

境は大幅に悪化し、雇用情勢の悪化や円高による輸出産業の業績不振など依然として深刻な状況が続いており

ます。

　このような状況の中、当社グループは、仕入販売事業の主力商品でありますいちご果実におきまして、新規取引

先の拡大や品質を重視したいちご果実の販売に取組んでまいりました。

　配送業務の効率化を目的に設立した子会社、株式会社エス・ロジスティックスにつきましては、業務を拡大し

配送効率を上げるまでには至りませんでした。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高1,360,194千円、営業利益70,301千円、経常利益74,940千

円、四半期純利益32,208千円となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

・仕入販売事業

　　　　　　当社の主力商品である業務用いちごは、12月クリスマス期が最需要期となります。当第２四半期連結会計期間にお

けるクリスマス期は、首都圏を中心にいちご市場相場価格が低迷することとなりました。このため、当社の取引

先に対する販売価格も前年に比べ低価格で推移することとなり、売上高は伸び悩みましたが、仕入体制の改善

および強化に取組んだことにより、予定していた利益を確保することができました。

　一方、青果の販売は、取引先への営業強化により堅調に推移いたしましたが、いちご果実と併せた仕入販売事

業の売上高を伸ばすには至りませんでした。

　この結果、当第２四半期連結会計期間における仕入販売事業の売上高は1,354,193千円となりました。

・種苗生産販売事業

　　　　　 　種苗生産販売事業は自社いちご品種を中心に生産販売を行っております。自社いちご品種の栽培方法には秋定植

と春定植のおおむね２体系があり、春定植用の苗の販売が主体となっております。秋定植用苗の販売は、第１

四半期が中心であるため、当第２四半期連結会計期間の販売は僅かとなっております。

　当第２四半期連結会計期間における種苗生産販売事業の売上高は945千円となりました。

・菓子小売事業

菓子小売事業は、平成20年８月末日をもって店舗を閉鎖し、菓子小売事業から撤退しているため記載は省略

しております。

・運送事業

　　　　　 　運送事業は、当事業年度より当社の連結対象とした子会社株式会社エス・ロジスティックスが行っております。同

社は９月に営業を開始し、人員及び配送車両等の体制を整備し、営業網の充実に努めてまいりましたが、業務

を拡大し配送効率を上げるまでには至りませんでした。

　この結果、当第２四半期連結会計期間における運送事業の売上高は5,056千円となりました。

　

　　　　（注）当第２四半期連結会計期間は連結初年度にあたるため、前第２四半期連結会計期間及び前連結会計年度の記載

は行っておりません

　

（2）財政状態の状況

（流動資産）

　　　　　　 流動資産は当第２四半期連結会計期間末で1,334,791千円となりました。これは主に現金及び預金147,650千円、売掛

金1,014,493千円によるものであります。

（固定資産）

　　　　　　 固定資産は当第２四半期連結会計期間末で620,922千円となりました。これは主に有形固定資産396,966千円、無形

固定資産2,222千円、投資その他の資産の投資有価証券184,828千円によるものであります。

（流動負債）

流動負債は当第２四半期連結会計期間末で712,155千円となりました。これは主に買掛金534,127千円、短期

借入金50,000千円、未払法人税等32,921千円によるものであります。。　

（固定負債）

固定負債は当第２四半期連結会計期間末で57,364千円となりました。これは長期借入金34,040千円、退職給

付引当金23,324千円によるものであります。

（純資産）
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純資産は当第２四半期連結会計期間末で1,200,079千円となりました。この結果、自己資本比率は60.9％に

なっております。

　

　　　　（注）当第２四半期連結会計期間は連結初年度にあたるため、前第２四半期連結会計期間及び連結累計期間及び前連

結会計年度の記載は行っておりません。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期連結会計

期間末と比較して83,891千円減少し、147,650千円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は140,839千円となりました。これは主に、仕入債務の増加や税金等調整前四半

期純利益の計上があったものの、売上債権の増加があったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は25,710千円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出があっ

たものの、敷金及び保証金の回収による収入があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は31,237千円となりました。これは主に配当金の支払いによる支出があったた

ものの、短期借入れによる収入があったためであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（5）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は11,468千円であります。なお、当第

２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　      当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,480

計 26,480

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年2月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,620 7,620 ジャスダック証券取引所 （注）

計 7,620 7,620 － －

　（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
― 7,620 ― 421,250 ― 432,250
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　髙　橋　　　巖 　北海道上川郡東神楽町 3,050 40.02

　髙　橋　ゆかり 　北海道上川郡東神楽町 220 2.88

　株式会社北海道銀行 　北海道札幌市中央区大通西4-1 160 2.09

　鈴　木　直　則 　北海道旭川市 160 2.09

　酒　井　直　行 　東京都葛飾区 142 1.86

　岡　村　利　冶 　静岡県静岡市 89 1.16

　中　村　英　之 　千葉県船橋市 80 1.04

　大　橋　正　明 　東京都文京区 68 0.89

　松　隈　　　進 　埼玉県蕨市 66 0.86

　春　日　健　治 　東京都板橋区 63 0.82

計 － 4,098 53.77
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 （平成20年12月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,620 7,620
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

端株 ― ― ―

発行済株式総数 7,620 ― ―

総株主の議決権 ― 7,620 ―

②【自己株式等】

　 （平成20年12月31日現在）

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

              ―              ―            ―           ― ― ―

計              ― ― ― ― ―

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 199,000 212,000 211,000 185,000 168,000 165,000

最低（円） 175,000 178,200 180,000 142,000 150,000 150,000

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　    なお、第１四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）から、「四半期連結財務諸表の用

語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年８月10日内閣府令第64号）附則第３条の規定に基づいて作成してお

ります。

　また、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

を適用しています。

　当第２四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）は、連結財務諸表の作成初年度である

ため、四半期連結貸借対照表については、前連結会計年度末との比較は行っておりません。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 147,650

売掛金 1,014,493

たな卸資産 ※1
 110,100

その他 64,637

貸倒引当金 △2,090

流動資産合計 1,334,791

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 192,390

機械装置及び運搬具（純額） 121,452

土地 79,291

その他（純額） 3,832

有形固定資産合計 ※2
 396,966

無形固定資産 2,222

投資その他の資産

投資有価証券 184,828

その他 38,075

貸倒引当金 △1,169

投資その他の資産合計 221,733

固定資産合計 620,922

繰延資産 13,885

資産合計 1,969,599

負債の部

流動負債

買掛金 534,127

短期借入金 50,000

1年内返済予定の長期借入金 12,768

未払法人税等 32,921

その他 82,339

流動負債合計 712,155

固定負債

長期借入金 34,040

退職給付引当金 23,324

固定負債合計 57,364

負債合計 769,519
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 421,250

資本剰余金 432,250

利益剰余金 346,341

株主資本合計 1,199,841

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 238

評価・換算差額等合計 238

純資産合計 1,200,079

負債純資産合計 1,969,599
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 ※3
 2,156,605

売上原価 ※3
 1,646,075

売上総利益 510,530

販売費及び一般管理費 ※1
 475,492

営業利益 35,037

営業外収益

受取利息 403

商品毀損補償受入益 3,998

債務未請求益 1,902

その他 1,256

営業外収益合計 7,561

営業外費用

支払利息 310

その他 255

営業外費用合計 565

経常利益 42,033

特別利益

貸倒引当金戻入額 31

固定資産売却益 132

特別利益合計 163

特別損失

店舗閉鎖損失 97

特別損失合計 97

税金等調整前四半期純利益 42,099

法人税等 ※2
 33,110

少数株主損失（△） △1,424

四半期純利益 10,413
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 ※3
 1,360,194

売上原価 ※3
 1,052,243

売上総利益 307,951

販売費及び一般管理費 ※1
 237,650

営業利益 70,301

営業外収益

受取利息 36

商品毀損補償受入益 2,433

債務未請求益 1,902

その他 653

営業外収益合計 5,025

営業外費用

支払利息 240

その他 145

営業外費用合計 386

経常利益 74,940

特別利益

固定資産売却益 132

特別利益合計 132

税金等調整前四半期純利益 75,073

法人税等 ※2
 43,966

少数株主損失（△） △1,101

四半期純利益 32,208
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 42,099

減価償却費 20,091

繰延資産償却額 1,009

のれん償却額 1,424

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,951

受取利息及び受取配当金 △403

支払利息 310

有形固定資産売却損益（△は益） △132

売上債権の増減額（△は増加） △635,864

たな卸資産の増減額（△は増加） △24,268

仕入債務の増減額（△は減少） 437,996

その他 △29,578

小計 △189,298

利息及び配当金の受取額 376

利息の支払額 △320

法人税等の支払額 △51,088

営業活動によるキャッシュ・フロー △240,329

投資活動によるキャッシュ・フロー

子会社株式の取得による支出 △2,000

出資金の払込による支出 △10

有形固定資産の取得による支出 △40,648

有形固定資産の売却による収入 7,270

繰延資産の取得による支出 △10,987

貸付金の回収による収入 5,854

敷金及び保証金の差入による支出 △93,579

敷金及び保証金の回収による収入 68,969

その他 △93

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,223

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 200,000

短期借入金の返済による支出 △150,000

長期借入れによる収入 50,000

長期借入金の返済による支出 △3,192

配当金の支払額 △48,644

財務活動によるキャッシュ・フロー 48,163

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △257,389

現金及び現金同等物の期首残高 405,039

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 147,650
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　　該当事項はありません。

　　　　なお、当第２四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成20年12月31日）は、連結財務諸表の作成初年度であり

ます。四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項は、以下のとおりです。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項   全ての子会社を連結しております。　（

1）連結子会社の数　１社

 （2）連結子会社の名称

　　　株式会社エス・ロジスティックス

２．持分法の適用に関する事項 　該当事項はありません。

３．連結子会社の四半期決算日等

に関する事項

　連結子会社の四半期決算日は、四半期連結

決算日と一致しております。

４．会計処理基準に関する事項 　

　（1）重要な資産の評価基準及び評

価方法

　① 有価証券

その他有価証券

　時価のあるもの

当第２四半期連結会計期間末日の

市場価格等に基づく時価法（評価差

額は全部純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法により算定）

　時価のないもの

移動平均法による原価法

　② たな卸資産

商品

個別法による原価法

（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）

製品・原材料・仕掛品・貯蔵品

移動平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）

　（2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

　① 有形固定資産

・平成19年３月31日以前に取得したもの

　　 定率法を採用しております。

　　 ただし、平成10年４月１日以降に取得し

た建物（附属設備を除く）については、

定額法を採用しております。

　 ・平成19年４月１日以降に取得したもの

　　　法人税法に規定する定率法を採用し　 て

おります。

　② 無形固定資産

定額法を採用しております。

　なお、ソフトウェア（自社利用）につ

いては、社内における見込利用可能期

間（５年）に基づいております。

 

EDINET提出書類

株式会社ホーブ(E00010)

四半期報告書

18/27



　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

　（3）繰延資産の処理方法 　創立費及び開業費は定額法を採用し、５

年で償却しております。

　（4）重要な引当金の計上基準 　① 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるた

め、当社及び連結子会社は一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回

収可能性を勘案し、回収不能見込額を

計上しております。

　② 賞与引当金

従業員賞与の支給に充てるため、当

社及び連結子会社は、将来の支給見込

額のうち当第２四半期連結累計期間負

担額を計上しております。

　③ 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当

社及び連結子会社は当第２四半期連結

会計期間末自己都合退職金要支給額の

　100％を計上しております。
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

　（5）重要なリース取引の処理方法 当社及び連結子会社は、所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、

「リース取引に関する会計基準」（企業

会計基準第13号（平成５年６月17日（企

業会計審議会第一部会）、平成19年３月30

日改正））及び「リース取引に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公

認会計士協会　会計制度委員会）、平成19

年３月30日改正））が平成20年４月１日

以後開始する連結会計年度に係る四半期

連結財務諸表から適用することができる

ことになったことに伴い、第１四半期連結

会計期間からこれらの会計基準等を適用

し、通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引に係るリース資産の減

価償却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しております。

  なお、リース取引開始日がリース会計基

準適用初年度開始前のリース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっております。 

　（6）その他連結財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっ

ております。

５．連結子会社の資産及び負債の

評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価につい

ては、全面時価評価法を採用しております。

６．四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書における資金の範囲

四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

おける資金（現金及び現金同等物）は、手

許現金、随時引き出し可能な預金及び容易

に換金可能であり、かつ、価値の変動につい

て僅少なリスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資

からなっております。
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【簡便な会計処理】

　　　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結

会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法

によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含め

て表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

※１　たな卸資産の内訳　

商品及び製品 55,456千円

仕掛品 48,722千円

原材料及び貯蔵品 5,921千円

たな卸資産計 110,100千円

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、471,709千円であ

ります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運送費　　　　　　 141,689千円　

※２　当第２四半期連結累計期間における税金費用につい

ては、法人税等調整額を法人税等に含めて表示してお

ります。

 ※３　仕入販売事業において、いちご果実の最需要期であり

ます12月のクリスマスがあるため、第２四半期連結会

計期間の仕入及び販売が、他の四半期連結会計期間に

比べ多くなる季節的変動があります。　　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運送費　　　　　　　74,762千円　

※２　当第２四半期連結会計期間における税金費用につい

ては、法人税等調整額を法人税等に含めて表示してお

ります。

 ※３　仕入販売事業において、いちご果実の最需要期であり

ます12月のクリスマスがあるため、第２四半期連結会

計期間の仕入及び販売が、他の四半期連結会計期間に

比べ多くなる季節的変動があります。　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金 147,650千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －千円

現金及び現金同等物 147,650千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平

成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　7,620株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年９月25日

定時株主総会
普通株式 49,530 6,500 平成20年６月30日 平成20年９月26日  利益剰余金

  （２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの　

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　　　　当第２四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

　
仕入販売　　
事業
（千円）

種苗生産　
販売事業
（千円）

菓子小売　
事業
（千円）

運送事業
（千円）

計
（千円）

消去又は　
　全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 1,354,193 945 － 5,056 1,360,194 － 1,360,194

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 63,679 63,679 △63,679 －

計 1,354,193 945 － 68,736 1,423,874 △63,679 1,360,194

営業費用 1,189,496 3,957 － 85,971 1,279,424 10,468 1,289,893

営業利益又は営業損失（△） 164,697 △3,012 － △17,234 144,450 △74,148 70,301

　　　　　当第２四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成20年12月31日）

　
仕入販売　　
事業
（千円）

種苗生産　
販売事業
（千円）

菓子小売　
事業
（千円）

運送事業
（千円）

計
（千円）

消去又は　
　全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 2,116,490 12,824 21,386 5,903 2,156,605 － 2,156,605

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 77,036 77,036 △77,036 －

計 2,116,490 12,824 21,386 82,939 2,233,641 △77,036 2,156,605

営業費用 1,889,988 13,281 21,296 111,007 2,035,573 85,994 2,121,568

営業利益又は営業損失（△） 226,502 △456 90 △28,067 198,067 △163,030 35,037

　（注）１．事業の区分方法

　　　　　　事業は、販売（業務）形態を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製商品及び業務

事業区分 主要な製商品及び業務

仕入販売事業
　いちご果実（自社品種ペチカ等・その他いちご果実）、青果（ブルーベリー、　バ

ナナ等）、農業用生産・出荷用資材

種苗生産販売事業 　自社いちご品種苗（ペチカ苗等）、その他種苗（アルストロメリア等）

菓子小売事業 　和洋菓子等

運送事業 　配送業務

　　　　　　（注）当社は、平成20年８月末日をもって店舗を閉鎖し、菓子小売事業から撤退しております。

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成20年７月１日　至平成20年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成20年７月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。　
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 157,490.74円

　（注）当社は第１四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しておりますので、前連結会計年度末の１株当たり純資

産額は記載しておりません。

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1,366.56円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 4,226.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 10,413 32,208

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 10,413 32,208

期中平均株式数（株） 7,620 7,620

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　　　　重要な変動がないため、記載を省略しております。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 21 年２月 12 日

株式会社ホーブ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴口　　幹男　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣瀬　　一雄　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ホーブの平

成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12

月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホーブ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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